


わが国においては、平成１０年以降自死が急増して、１年間に３万人を超える方が亡くなっています。自死が、遺されたご家族、友人・知人、学校・職場の仲間など周囲の人々に与える影響は計り知れません。

欧米においては、自死後のこころのケアはポストベンションとして対応されてきており、わが国においても近年、この言葉が普及しつつあります。しかしながら、自死に対する捉え方は、歴史・文化・社会・宗教などにより大きく異なることが考えられ、ポストベンションを考える際には、こうした背景を十分に考慮するとともに、遺された方々における個別性にも十分に配慮する必要があると考えられます。このシンポジウムは、自死において遺された方々へのこころのケアのあり方について検討をおこなうものです。

特別講演では、ニューヨークにおいてこの問題に取り組んでこられた精神科医であるProfessor John Warren Barnhillに、米国におけるグリーフへの対応の現状に関してお話をいただきます。シンポジウムでは、いのちの電話で長年この問題に取り組んでこられた斎藤友紀雄先生と、大正大学で臨床心理学を教えておられるとともに、ご自身が僧侶でおられる佐藤隆一先生に、グリーフをめぐるお話をしていただく予定です。また企業において自死のポストベンションをされてこられた佐藤恵美先生にいくつか事例を報告していただきます。これらの講演について、大正大学の村瀬嘉代子先生から指定発言をいただく予定です。
このシンポジウムのねらいは、グリーフやポストベンションについて技術論的な検討を行うのではなく、かかる問題を検討していく上での、基本的な考え方を様々な観点から論議することです。
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 特別講演：グリーフをめぐって
Professor John Warren Barnhill (Weill Medical College of Cornell University)
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 シンポジスト
斎藤　友紀雄先生（日本いのちの電話連盟常務理事・日本自殺予防学会理事長）
佐藤　隆一先生（大正大学 人間福祉学科臨床心理学専攻助教授）
佐藤　恵美先生（産業精神保健研究所 精神保健福祉士）
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 指定発言者
村瀬　嘉代子先生（大正大学 人間福祉学科臨床心理学専攻教授）
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 日時
平成１８年３月１１日（土）
特別講演：午後１時３０分～２時３０分

シンポジウム：午後２時４０分～午後４時４０分
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 会場
千代田区立内幸町ホール
東京都千代田区内幸町１－５－１　　JR新橋駅から徒歩５分、都営三田線内幸町駅から徒歩５分
電話：03-3500-5578　　　ＵＲＬ：http://www.city.chiyoda.tokyo.jp/sisetu/yakusho.htm#05
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 事務局
産業精神保健研究所

千代田区神田須田町１－７　神田セントラルビルＡ棟７F

電話：03-5298-3322　　　ＦＡＸ：03-5298-3540　　　電子メール：sym@iomhj.com
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 参加費
日本産業精神保健学会会員・日本ストレス学会会員：3,000円　　非会員：4,000円

[image: image9.png]


 申し込み方法

上記事務局宛てに、ご芳名、ご所属、ご連絡先住所・電話・FAX番号、電子メールアドレスを記載の上、電子メールもしくはＦＡＸにてお申し込みください。先着１８０名まで受け付けます。
